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CRISPRスクリーニングでひもとく
脂質動態制御機構の解明と
神経機能への生理的意義

膜リン脂質を操作して
生体機能変動を見る

細胞膜のリン脂質は非対称に分布しており、ホス
ファチジルセリン（PS）は通常膜の内側に局在し
ています。細胞死の過程でスクランブラーゼがPS
を細胞外に露出し、貪食細胞に対する“eat-me”シ
グナルとして機能します。本セミナーでは、
CRISPRスクリーニングを用いた神経特異的スクラ
ンブラーゼXkr4の活性化因子の同定法と、神経にお
けるXkr4の生理的役割についてご紹介します。

共催シリーズウェビナー

膜リン脂質がおりなす細胞機能の最前線

9/16 (火) 16:00-17:30

ZOOM 無料
QRコードから
お申込み

https://go.healthcare.nikon.com/l/924973/2025-07-17/2z71y1

形 式 費 用

お申込み

お問い合わせ：株式会社ニコンソリューションズ バイオサイエンス営業本部 Email：Nsl-bio.Marketing@nikon.com
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私たちの細胞は膜で覆われており、主成分は多様
な分子種からなるグリセロリン脂質である。この
多様性形成を担う酵素が１４種のリゾリン脂質ア
シル転移酵素（lysophopholipid acyltransferase, 
LPLAT）であり、その欠損マウスによって膜リン
脂質を操作した研究が可能になった。本日は、操
作例を紹介する。ドコサヘキサエン酸やパルミチ
ン酸などの新たな生体機能がわかってきた。

進藤 英雄 先生

細胞死に伴うXRCC4の核外への移行
青:核 白：XRCC4 C末断片 Maruoka et al., 2021 Mol. Cell
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